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愛媛県御荘湾で採集されたヒメベンケイガニ 
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種の記録 

Sesarmidae ベンケイガニ科 

Nanosesarma minutum (De Man, 1887) 

ヒメベンケイガニ（写真 1） 

標本 徳島県立博物館節足動物標本（TKPM-AR）

3311，1♀，甲長 3.6mm，甲幅 4.1mm，御荘湾（愛媛

県南宇和郡愛南町御荘平城），2025 年 4 月 15 日，

山川宇宙採集． 

種の特徴 

甲は四角形で，前縁中央が凹む．前側縁に眼窩外

歯を含めて 2 歯を有する．甲の表面や鉗脚，歩脚

に軟毛をもつ．歩脚の長節後縁末端が鋸歯状であ

る．以上の特徴が，三浦（2008）や李・曽（2015）

のヒメベンケイガニの標徴と一致したため，本種

に同定された． 

備考 

上記標本は，御荘湾南東部の潮間帯下部にあった

転石の下から採集された．なお，採集時には既に

左の第 1－3歩脚は欠損していた．本種は，国内で

は千葉県および鳥取県から九州にかけて記録され

ている（青木，2022；山川ほか，2024）．愛媛県で

は，西条市の加茂川河口から標本に基づいて記録

されており，この標本は西条自然学校で保管され

ている（光澤ほか，2016）．また，岩城島の菰隠鼻

で 2002 年 8 月 5 日に採集された 1 標本が大阪市

立自然史博物館に収蔵されている（同館節足動物

門標本資料 OMNH-Ar 5628）．加えて，標本の有

無は不明であるが，松山市西垣生町の海域と宇和

島市の堂崎海岸からも確認されている（須賀ほか，

1998；株式会社松山バーク，2019）．本稿は本種の

愛南町初記録となる．  
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(Uchu Yamakawa, Ryunosuke Yamashita, Takahito Yama-

moto and Takaaki Shimizu. 2025. Nanosesarma minutum 

(Sesarmidae) collected from Misho Bay, Ehime Prefecture. 
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写真１  Nanosesarma minutum ヒメベンケイガニ

（TKPM-AR 3311） 


